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	　青葉区プランに書かれている子育て関連事項
	現状　　　他との関連へ

	p9　まちづくりの視点

　１．活力を維持するためには多様な世代が集うまちづくり

　　　　安全で身近な遊び場・集う場
　　　　スポーツ・リクリエーション　整備

　　　　公共的空間などのユニバーサルデザイン

　　　　公共交通機関の利便性向上

　　　　
子育て環境の整備
　　　　子育てに対応した住居供給

　　　　二世代住宅の誘導

　　　　　都市型住宅の供給？

　　　　　ライフスタイルに合わせた住み替え支援
	・公園の役割は明確ではないのでは
バリアフリー構想導入　ペンディング
・公共交通⇒東急が主体
　　ベビーカ－乗り込み緩和

・待機児童対策がまだ

青葉台－たまプラ間の保育所が満杯
・横浜市地域子育て応援マンション制度

　　あざみ野に一棟

・循環世代　住み替え

・アライエ　

	p15　土地利用

指針図　　住宅地　商業地　森　公園などのリクリエーション地

　　　　　　　
	子どもの遊び場

公園　　

⇒安心して遊べる近くの公園への要望が高い
公共施設

商業施設　　子育て層対策は？　青葉台商店街連合
教育

保育施設

介護施設とのコンビネーションは　⇒複合施設　(青葉台駅　子育て支援拠点
買い物行動　（近距離買いへの対策は？　歩いて／自転車でいける・・）
安全-道路状況　歩道　　(電線地中化　　)

	p18　拠点および住宅地づくり

　　ユニバーサルデザイン　　施設や装置が使いやすい　
表示　デザイン　
	

	P20 　多様な世代が住む住宅地づくり

　　ファミリー世帯向け住宅の新たな供給を図ります　　　　　
	・循環世代　　
・コンパクトシティ構想　
ファミリー世帯向け住宅はどこに？


